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〔投稿締切〕2023 年 8月 7日（月）9：00

特集号論文募集
「人とロボットが共存し協調して働く社会のプラクティス」

先進国では少子高齢化の進展により生産年齢人口が減少するために省力化や自動化などへの対応やパンデミックへの対応が求めら
れる中、ドローン（無人航空機）やロボットへの期待はますます高まっており、ロボット技術で社会課題を解決するために新たな
挑戦が始まっています。すでに、ロボットレストラン、ロボットカフェなどで働くロボットが人間と協働しています。また、過疎
地域等における配送の効率を向上させることで、運輸部門のCO₂の削減と物流網の維持を図ったり、買物が不便な地域における
生活の利便性を維持したりした上で、さらに災害時等においても活用可能な物流手段としてドローンを導入する実証実験が行われ
ています。ドローンや自動配送ロボット（自動運転ロボット）によるサービスを実現するために法整備も進められています。

しかし、ドローンや自動配送ロボットなど、ハードウェアの方に注目が集まっていますが、通信も含めたインフラの整備を一体的に
やらないと、社会実装は難しいでしょう。たとえば、自動配送ロボットやドローンの導入が期待されている通信環境が脆弱な中山

間地等における情報通信インフラに関する課題解決へのアプローチが十分に検討されているとは言えません。これらの解決に
資する情報処理技術に関する期待はあるのですが、その必要性が十分に認知されていない状況です。また、人工知能による画像
処理の実用例も増えてきていますが、適用する分野（たとえば、廃棄物処理・リサイクル）では、多種多様な情報を学習させる
必要があり、かつ汎用性があるビッグデータの取得が難しい状況にあります。つまり、情報処理に要する労力が大きい割には、
高いパフォーマンスが得られていないようです。さらに、産業用ロボットは、専用に設計されたエリアに固定され、100％精密に
動きますが、人間と一緒に働く協働ロボットやサービスロボットでは想定外に起こる事故への対応力が問われます。人工知能や
IoT技術等の活用を通してロボット自らが学ぶことを可能にする機能が加わることにより管理や制御ができるようになれば、自律化
された人工知能を搭載したロボットは、たとえ事故が発生しても、人間のようにその場で自ら適切な対処法を判断して実行できる
ようになります。一方、ロボットにも可能になるように技術要素を積み上げていくだけではなく、ロボットの動静を見張る管理も
必要となります。

そこで、人とロボットが共存し協調して働く社会に着目し、ドローンやロボットなどの技術開発、製品／サービス開発、実証実験
などの実践を通して得られた有用な情報処理に関する課題や知見を含むプラクティス論文の投稿を募集します。

次のようなトピックを歓迎しますが、必ずしもそれにとらわれることはありません。

• 実証実験プロジェクトから得られた情報処理に関する課題や知見
• 製品／サービス開発から得られた情報処理に関する課題や知見
• 分野を越えたロボット活用の実証実験から得られた情報処理に関する課題や知見

※投稿要領：Webサイトをご覧ください→  https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html（応募資格は問いません）
※掲 載 号：2024年4月号 （Vol.5 No.2）
※ 特集号編集委員：

（論文募集公開時点 （2023年4月））

論文誌デジタルプラクティス
委員長：小野田 弘士（早稲田大学）、江谷 典子（ANA）、佐藤　聡（筑波大学）
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　本会は，2014年度より情報処理分野において継続的な貢献が認められ，学会活動を通して本会の発展に寄与する正会員に
対し，将来にわたって引き続き学会活動の中心となって，学会の発展，ひいては社会への貢献をいただくという趣旨のもと，
「情報処理学会シニア会員制度」を設けております．
　シニア会員の申請有資格者様におかれましては，本制度の内容をご確認の上，ぜひとも申請をいただき，本会シニア会員
として今後もなお一層の積極的な学会活動，ご活躍をいただければ幸いです．多くの方からの申請をお待ちしております．
　なお，「シニア会員」の称号取得は，「フェロー」推薦を得るための条件となります．
また，2023年度の認定者の方から認定証はオープンバッジでの発行となります．

 2023 年度シニア会員申請および申請手続き要項
　以下の要項をご確認の上，学会Web サイト内のシニア会員Web ページより，「シニア会員申請フォーム」に申請書類を添
付して事務局までご送信ください．また，事務局シニア会員担当あて電子メールでの申請も受け付けております．

Webページ https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/seniormember/2023seniormember.html

申請対象者
2023 年 4月 1日現在で正会員として連続 5年以上在会の方が対象です．
＊年齢不問，学生会員としての在会期間は対象外です．

申請受付締切 2023 年 7月 31 日（月）まで

申請書類
シニア会員申請書 1通
シニア会員推薦書 2～ 4通（推薦書は 2 ～ 4名分必要です）

申請方法

上記シニア会員Webページよりご申請ください .
申請方法としては以下の 2通りのうちのいずれかとなります．
（1）自己申請の場合：
　　申請書の提出には，以下いずれかの条件を満たす推薦書を付す必要があります．
　　　　1）以下①～⑥に該当する 2名の推薦者からの推薦書（計 2通）
　　　　2）以下①～⑥に該当する 1名の推薦者と正会員２名からの推薦書（計 3通）
　　　　3）正会員４名からの推薦書（計 4通）
（2）第三者申請の場合：
　　第三者申請者は，必ず以下①～⑥の該当者である必要があります．
　　申請書の提出には，申請対象の本人から同意を得た上，第三者申請者の推薦書に加えて，以下いずれかの条件を満

たす推薦書を付す必要があります．
　　　　1）以下①～⑥に該当する１名からの推薦書（計 2通）
　　　　2）正会員 2名からの推薦書（計 3通）

※（1）（2）の推薦者は以下の通りです .
①名誉会員　②フェロー　③現役員および役員経験者　④支部長および支部長経験者
⑤研究会主査および主査経験者　⑥シニア会員　の本学会員

※いずれの場合もシニア会員申請対象者は推薦者を兼ねることはできない．

審査方法

申請書類に基づき，本会経営企画委員会で審査の上，理事会へ諮ります．
【審査基準】本会関連分野の技術者，科学者，教育者，技術管理者で，連続して 5年以上本会正会員として在会しており，
情報処理分野の学術・技術または関連事業において継続的な貢献が認められる方，あるいは本会の諸活動の支援および
諸事業において貢献が認められる方．

結果連絡
2023 年 10 月ごろ，申請書に記載のメールアドレスへ審査結果を連絡します（審査状況によっては日程が変更になる可
能性があります）．
申請が承認された方は，本会 Web ページにお名前を掲載し，後日「シニア会員認定証（オープンバッジ）」を発行します .

申請・照会先

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5 化学会館 4F
　　　　　　  一般社団法人　情報処理学会　
　　　　　　  総務部門　シニア会員担当　島貫
　　　　　　  Tel. 03-3518-8374　
　　　　　　  e-mail：soumu@ipsj.or.jp

2023年度 情報処理学会シニア会員申請のご案内

https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/seniormember/2023seniormember.html


〔表 2対向〕

●  放送・通信融合時代における映像・音響の新しい放送サービスに関する技術の研究・開発

●  XR技術など拡張現実、仮想現実、複合現実に関連した新しい放送サービスの研究・開発

● 送信、受信、伝送、再生または表示の技術に関する研究・開発

●  映像・音響にかかわりのある基礎的研究および人間の生理・心理等に関する研究

など

公益財団法人 放送文化基金

技
術
開
発
へ
の
助
成

詳しくはホームページをご覧ください。

　申請期間は、毎年9月1日～30日。1件当たり申請限度額 500万円

若手研究者を応援 

ITText シリーズ 情報処理学会編

注文はオーム社Webサイトまで

▶https://www.ohmsha.co.jp/tbc/text_series_0202.htm

価格は変更する場合があります。

大学・工業高校・専門学校などで
教科書・参考書としてお使いいただけるシリーズです。

情報セキュリティ（改訂2版）
宮地充子・菊池浩明 編
　A5判／288頁／定価3,300円（税込）

情報システムの分析と設計
伊藤 潔・明神 知・冨士 隆・川端 亮・熊谷 敏 ・藤井 拓 著
　A5判／272頁／定価3,300円（税込）

データサイエンスの基礎
田栗正隆・汪 金芳 著
　A5判／264頁／定価2,970円（税込）

深層学習
柳井 啓司・中鹿 亘・稲葉 通将
　A5判／288頁／定価3,300円（税込）

新刊
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聴聴講講参参加加並並びびにに講講演演論論文文集集 申申込込のの御御案案内内 
 

2023 年 9 月 6 日(水) ～ 8 日(金)

大阪公立大学 中百舌鳥キャンパス（ハイブリッド開催）

https://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2023/

電子情報通信学会の情報・システムソサイエティ（ISS）とヒューマ

ンコミュニケーショングループ（HCG）、及び情報処理学会（IPSJ）は、

「第22回 情報科学技術フォーラム (FIT：Forum on Information 
Technology)」を開催します。

聴講参加並びに講演論文集の申込の御案内を致します。聴講参加費

は、お得な事前価格の設定がございます。皆様、奮ってお申込み下さ

い。また、講演論文集（冊子、DVD-ROM）も販売を行います。確実に御

入手頂くには期限内のお申込みをお勧め致します。

■開催イベント（詳細は逐次Webサイトに掲載致します）

※タイトル等は変更の可能性があります。

［表彰式・招待講演企画］

◎FIT学術賞表彰式

7日 13:00-13:50（予定）

◎船井業績賞記念講演

7日 14:00-15:15（予定）

講演タイトル：未定

喜連川 優（情報・システム研究機構 機構長／東京大学 特別教

授）

［イベント企画］

詳細は逐次上記Webサイトに掲載致します。

[研究会連携]

電子情報通信学会および情報処理学会のいくつかの研究会が、

FIT2023のプログラムとして開催されます。詳細は Webページでご確

認ください。

■聴講参加費（税込*）

現地参加、オンライン参加ともに同価格です。 *税率は10%です。

参加区分 事前価格(8/6まで) 価格（8/7以降〜最終日）

会 員 11,000円 13,200円
非会員 22,000円 26,400円
学 生 無料 無料

※会員、非会員の聴講参加費には電子版講演論文集（Webからダウ

ンロード）が含まれております。

※学生の聴講参加（無料）には電子版講演論文集は付いておりませ

ん。電子版講演論文集付きを希望の場合、参加費は 2,200円(税

込)となります。

※会員、非会員、学生の参加区分の区別は次の通りです。

会 員：情報処理学会、電子情報通信学会、電気学会、照明学

会、映像情報メディア学会及び電子情報通信学会と協定

を締結した海外の学会（IEIE、KICS、KIISE、REV、

IEEE/CS、IEEE/ComSoc、IEEE/PHO、IEEE/MTT-S）または

情報処理学会と協定を締結した海外の学会（ACM、IEEE、

IEEE/CS、KIISE、CSI、CCF）の個人会員、電子情報通信

学会の維持員、情報処理学会の賛助会員。

非会員：左記の学会会員以外で学生以外の方。

  学 生：会員/非会員を問わず無料（電子版講演論文集は付きませ

ん）。

■聴講参加の申込

申込締切：2023年9月8日（金）FIT最終日まで

申込方法：FIT2023Webサイトからお申込み下さい。

※8月6日までは事前価格での申込となりお得です。

■冊子講演論文集・DVD-ROM販売価格（税込*）  *税率は10%です。

申込種別 個人購入価格 法人購入価格

講演論文集セット

（DVD-ROM付）
66,000円 66,000円

講演論文集分冊 14,300円／冊 17,600円／冊

講演論文集DVD-ROM 11,000円 61,600円

※講演論文集セットは冊子講演論文集全分冊(カバー付き)、DVD-ROM

付き

※残部がある場合、学生の方には講演論文集DVD-ROMを学割価格4,400

円(税込)にて販売致します。

※講演論文集の掲載分野（予定分冊構成）

第１分冊：モデル・アルゴリズム・プログラミング、ソフトウェ

ア、ハードウェア・アーキテクチャ

第２分冊：データベース、自然言語・音声・音楽、人工知能・ゲー

ム、生体情報科学

第３分冊：画像認識・メディア理解、グラフィクス・画像、ヒュー

マンコミュニケーション＆インタラクション、教育工

学・福祉工学・マルチメディア応用

第４分冊：ネットワーク・セキュリティ、ユビキタス・モバイルコ

ンピューティング、教育・人文科学、情報システム

DVD-ROM ：上記全論文とプログラムを収録

       

■講演論文集の申込

申込締切：2023年7月12日（水）

申込方法：FIT2023 Webサイトからお申込み下さい。

※講演論文集は、締切後も残部のある限りお申込を受付いたします。

確実に御入手頂くには期限内のお申込みをお勧め致します。

■問い合わせ（FIT2023事務局）

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F

一般社団法人 情報処理学会 事業部門

TEL〔03〕3518-8373

E-mail：ipsjfit@ipsj.or.jp

https://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2023/


情報処理学会トランザクションデジタルプラクティス

https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html

〔投稿締切〕2023 年 8月 7日（月）9：00

特集号論文募集
「人とロボットが共存し協調して働く社会のプラクティス」

先進国では少子高齢化の進展により生産年齢人口が減少するために省力化や自動化などへの対応やパンデミックへの対応が求めら
れる中、ドローン（無人航空機）やロボットへの期待はますます高まっており、ロボット技術で社会課題を解決するために新たな
挑戦が始まっています。すでに、ロボットレストラン、ロボットカフェなどで働くロボットが人間と協働しています。また、過疎
地域等における配送の効率を向上させることで、運輸部門のCO₂の削減と物流網の維持を図ったり、買物が不便な地域における
生活の利便性を維持したりした上で、さらに災害時等においても活用可能な物流手段としてドローンを導入する実証実験が行われ
ています。ドローンや自動配送ロボット（自動運転ロボット）によるサービスを実現するために法整備も進められています。

しかし、ドローンや自動配送ロボットなど、ハードウェアの方に注目が集まっていますが、通信も含めたインフラの整備を一体的に
やらないと、社会実装は難しいでしょう。たとえば、自動配送ロボットやドローンの導入が期待されている通信環境が脆弱な中山

間地等における情報通信インフラに関する課題解決へのアプローチが十分に検討されているとは言えません。これらの解決に
資する情報処理技術に関する期待はあるのですが、その必要性が十分に認知されていない状況です。また、人工知能による画像
処理の実用例も増えてきていますが、適用する分野（たとえば、廃棄物処理・リサイクル）では、多種多様な情報を学習させる
必要があり、かつ汎用性があるビッグデータの取得が難しい状況にあります。つまり、情報処理に要する労力が大きい割には、
高いパフォーマンスが得られていないようです。さらに、産業用ロボットは、専用に設計されたエリアに固定され、100％精密に
動きますが、人間と一緒に働く協働ロボットやサービスロボットでは想定外に起こる事故への対応力が問われます。人工知能や
IoT技術等の活用を通してロボット自らが学ぶことを可能にする機能が加わることにより管理や制御ができるようになれば、自律化
された人工知能を搭載したロボットは、たとえ事故が発生しても、人間のようにその場で自ら適切な対処法を判断して実行できる
ようになります。一方、ロボットにも可能になるように技術要素を積み上げていくだけではなく、ロボットの動静を見張る管理も
必要となります。

そこで、人とロボットが共存し協調して働く社会に着目し、ドローンやロボットなどの技術開発、製品／サービス開発、実証実験
などの実践を通して得られた有用な情報処理に関する課題や知見を含むプラクティス論文の投稿を募集します。

次のようなトピックを歓迎しますが、必ずしもそれにとらわれることはありません。

• 実証実験プロジェクトから得られた情報処理に関する課題や知見
• 製品／サービス開発から得られた情報処理に関する課題や知見
• 分野を越えたロボット活用の実証実験から得られた情報処理に関する課題や知見

※投稿要領：Webサイトをご覧ください→  https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html（応募資格は問いません）
※掲 載 号：2024年4月号 （Vol.5 No.2）
※ 特集号編集委員：

（論文募集公開時点 （2023年4月））

論文誌デジタルプラクティス
委員長：小野田 弘士（早稲田大学）、江谷 典子（ANA）、佐藤　聡（筑波大学）
副委員長：坂下 　秀（アクタスソフトウェア）、藤瀬 哲朗（三菱総合研究所）
編集委員：青木学聡（名古屋大学）、荒木拓也（日本電気）、石井一夫（公立諏訪東京理科大学）、
飯村結香子（NTTソフトウェアイノベーションセンタ）、今原修一郎（東芝）、岩倉友哉（富士通）、鬼塚　真（大阪大学）、
鎌田真由美（日本マイクロソフト）、上條浩一（東京工科専門職大学）、斎藤彰宏（日本IBM）、坂下幸徳（ゼットラボ）、
佐藤裕一（富士通）、澤邉知子（日本大学）、立床雅司（三菱電機）、戸田貴久（電気通信大学）、長坂健治（キンドリルジャパン）、
西尾直也（日立製作所）、新田　清（ヤフー）、濱崎雅弘（産業技術総合研究所）、平井千秋（日立製作所）、
福原知宏（マルティスープ）、藤原一毅（国立情報学研究所）、藤原真二（日立製作所）、細野　繁（東京工科大学）、
三宅悠介（GMOペパポ）、横井直明（日立製作所）、吉野松樹（日立製作所）、除補由紀子（NTT ソフトウェアイノベーションセンタ）
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巻頭言　ポスト・コロナ時代の新しい価値の創造に向けて─会長就任にあたって─
特別解説　2022年ノーベル物理学賞に量子もつれと量子情報科学
巻頭言　ポスト・コロナ時代の新しい価値の創造に向けて─会長就任にあたって─
特別解説　2022年ノーベル物理学賞に量子もつれと量子情報科学
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情報学広場情報学広場 FujisanFujisan
電子版を購入（有料）電子版を読む（会員無料）

電子版もご覧ください電子版もご覧ください
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